









る。2020 年 1 月現在の上勝町人口は 1, 510 人で
ある。年齢別に見ると 80 歳以上の人口が 391 人
で、全人口の 25.9 パーセントを占める。続いて、
70 歳以上 79 歳以下の人口が 289 人で、町全体の
人口の 19. 1 パーセントを占める。65 歳以上人口




























有しており、2013 年から 2019 年までの 7 年間で、


































































































































































































































































































































































































































































































































































8） 上勝町では、阿波晩茶の生産を行っている 17 軒の
うち、16 軒が在来種を用いているとの報告がある
（高橋・磯本 2020: 86）。
9） 一方で、記録には残されていないが、上勝町でも
余剰分の阿波晩茶を売ることがあった。神
じ で ん
田地区
で生産された晩茶は、徳島市の三好園などで取り
扱っていたという（今石 2020: 63）。
10） この区分については、室園（2012）と今石（2020）
を参照されたい。
11） 『阿波晩茶製造技術調査報告書』においては 1991
年から中田商店が販売袋を生産者に配布したと記
されているが、室園論文では 1992 年の「ティー
ロード阿波晩茶」というシンポジウムを契機に、
中田商店が販売袋を作成するようになったと記述
されている。
12） メディア紹介の時期についても、各資料によって
情報のズレがある。
13） Tさんに対する聞き取り調査からの情報。
14） 2012 年に「いろどり晩茶生産組合」という阿波晩
茶生産の組織が存在していたが、社名変更と共に
2016 年に那賀町へと移転している。
15） 上勝阿波晩茶会の設立主旨については次のURLを
参照されたい。
 （http://www.kamikatsu.jp/docs/2019032500011/
file_contents/kamikatsu_furusato.pdf）
16） 民俗学や農村社会学では、労働力の交換を意味す
る行為として「ユイ」が知られている。テマガエ
はユイの別称であり、主に西日本で使われる。詳
しくは恩田（2011）を参照されたい。
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